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既往研究では河川～浅海はCO2の排出源
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年間を通じて大気中CO2を吸収
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Kubo, et al. (Scientific Reports 2017)

東京湾の実測例
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全球における浅海生態系の年間CO2吸収速度
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海底面 深層

堆積物への有機炭素蓄積速度
（同位体用いた年代推定と起源推定のカップリング）


14Cと210Pbよる年代測定
炭素蓄積速度（g C/年）=
堆積速度（mm/年）× 炭素量（g C/mm）


13C，15N，C/N比，比色などよる炭素の起源
推定（陸？アマモ？植物プランクトン？）
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陸起源と海草起源の炭
素は貯留されやすい

Watanabe & Kuwae (Global Change Biology, 2015)

 起源としては，植物プラン
クトンが主体

 植物プランクトンの堆積物
への残存率は他の起源より
低い
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海面上昇が起きると炭素貯留効果は？

 水深が深くなる→底面せん断応力低下→様々な
起源由来の有機物堆積速度が上昇

→炭素貯留効果が高まる

→生態系の再配置（塩性湿地→海草藻場）

Watanabe et al. (Global Change Biology, 2019)
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陸と海とのつながり－炭素の目から－

アサリやシジミの餌はどこからやってくる？

Kasai et al. (2004; 2006), Kasai & Nakata (2005) 


